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Hunt ， Kosnik 分類を指標として2群に分類した。 A群11名は Hunt ， Kosnik 1 群でクモ膜下出血軽症群， B群13名は II­
W群で重症群とし，プロスタグランディンE 1 (PGEl) による人為的低血圧の二酸化炭素反応性，局所脳血流量に及
ぼす効果を検討した。硬膜切開後大脳皮質の表面中前頭回に熱勾配性組織血流量計のフ。ローべを装着し PGEl初期
量O. 1μg/kg/min で開始し平均血圧が70mmHgを維持するように投与量を調節した。局所脳血流量は PGE 1 開始
後10分， 30分， 60分，脳動脈癌クリッピング前，及び PGEl投与中止後10分， 30分， 60分に行った。二酸化炭素反応性
(ml/1 OOgm/ min/ mmHg) は過換気前後での局所脳血流量の変化(ムLCBF) を PaC02の変イヒ(ムPaC02) で除
する事によって， PGEl投与前，投与中，投与中止後の3回計算した。統計処理は群内及び群間比較は ANOVA および
Bonferroni t-test で、行った。 Hunk ， Kosnik 分類と二酸化炭素反応性の関係、は Spearmann 順位相関係数を用いて検
討した。 PGEl投与開始後平均血圧は速やかに低下したが心拍数は変化しなかった。局所脳血流量は変化しなかった。
二酸化炭素反応性は A群において有意に良好であった。しかし群内では有意な変化は示さなかった。術前の意識状態






脳動脈痛手術時のプロスタグランディン EI (PGEI) による低血圧麻酔の局所脳血流量と二酸化炭素反応性への影
響を熱勾配式組織血流量計を用いて24人の患者で Hunt ， Kosnik のクモ膜下出血重症度分類により分類した軽症群
(n=ll)と重症群 (n=13) で検討した。両群とも PGEI投与により血圧は速やかに低下したが局所脳血流量は保持
された。また二酸化炭素反応性は PGEI 開始前，投与中，投与中止後も保持された。しかし重症群では二酸化炭素反
応性は不良であったc またクモ膜下出血の重症度分類と二酸化炭素反応性は強い相関を示した。本研究はクモ膜下出
血患者における脳血管の二酸化炭素反応性がその重症度と相関し， PGEl による人為的低血圧によっては影響されな
いことを臨床例において明らかにしたもので，臨床的意義が高く学位に価すると認められる。
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